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山
梨
で
人
々
が
そ
ろ
そ
ろ
稲
作
と
い
う
も
の
を
知
る
弥

生
時
代
か
ら
、
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
な
ど
支
配
者
の
巨
大
な

墓
が
作
ら
れ
る
古
墳
時
代
、
ち
ょ
う
ど
紀
元
前
一
世
紀
か

ら
紀
元
後
七
世
紀
に
か
け
て
、
太
平
洋
を
隔
て
た
日
本
の

裏
側
、
南
米
ペ
ル
ー
の
海
岸
地
帯
で
は
ナ
ス
カ
文
化
が
栄

え
て
い
ま
し
た
。

　

ナ
ス
カ
の
人
々
は
人
物
や
神
、
動
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
ユ
ニ
ー
ク
な
土
器
を
作
り
、
色
鮮
や
か
な
織
物
を

ま
と
い
、
農
業
や
狩
猟
、
漁
労
を
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ナ
ス
カ
文
化
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
、
彼
ら

が
海
岸
沿
い
の
荒
涼
と
し
た
平
地
に
、
八
百
平
方
キ
ロ
の

広
さ
に
わ
た
っ
て
描
い
た
巨
大
な
「
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
」

の
存
在
で
す
。
い
っ
た
い
彼
ら
は
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
描

い
た
の
で
し
ょ
う
。
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
は
未
だ
に
解
け
な

い
謎
と
し
て
現
代
の
私
た
ち
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
で
は
、
本
年
十
一
月
に
開
館
�5

周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
こ
の
ナ
ス
カ
文
化
、

ナ
ス
カ
の
地
上
絵
の
謎
に
迫
る
特
別
展
「
世
界
遺
産
ナ
ス

カ
展　

地
上
絵
の
創
造
者
た
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

特
別
展
で
は
、
地
上
絵
を
描
い
た
ナ
ス
カ
の
人
々
の
多
彩

な
暮
ら
し
ぶ
り
を
は
じ
め
、
実
際
の
ナ
ス
カ
人
の
ミ
イ
ラ

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
体
感
型
バ
ー
チ
ャ

ル
シ
ア
タ
ー
で
は
、
最
新
技
術
を
駆
使
し
、
地
上
絵
の
遊

覧
飛
行
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
展
示
の
概
要
と
主
な
展
示
品
、
見
ど
こ
ろ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
展
示
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
、
第

一
章
は
「
ナ
ス
カ

−

砂
漠
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て

ナ
ス
カ
の
人
々
の
暮
ら
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
山
梨
で
も

発
掘
調
査
で
さ
ま
ざ
ま
な
土
器
が
見
つ
か
る
よ
う
に
、
ナ

ス
カ
で
も
多
く
の
土
器
が
作
ら
れ
、使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

土
器
の
表
面
に
は
農
作
業
や
漁
を
す
る
男
性
の
姿
や
シ
ャ

ー
マ
ン
、
植
物
や
鳥
な
ど
、
実
に
多
く
の
も
の
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
土
器
の
形
に
も
注
目
し

て
く
だ
さ
い
。
土
器
そ
の
も
の
が
人
間
の
形
を
し
て
い
た

り
、
サ
ル
の
形
を
し
て
い
た
り
、
碗
の
形
と
魚
の
模
様
が

一
緒
に
な
っ
て
い
た
り
と
、
ナ
ス
カ
の
人
々
の
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
セ
ン
ス
や
造
形
の
細
か
さ
に
は
驚
か
さ
れ
、
本

当
に
土
器
な
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
ら

は
顔
料
と
粒
子
の
細
か
い
砂
と
水
を
混
ぜ
た
液
体
を
土
器

の
全
体
や
一
部
に
か
け
、
そ
れ
か
ら
焼
い
た
も
の
で
す
。

土
器
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
は
ナ
ス
カ
の
人
々
の
身
近
に

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
種
類
の
豊
富
さ
は
複
雑
な

地
形
と
気
候
に
育
ま
れ
た
ナ
ス
カ
文
化
の
特
徴
を
よ
く
表

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今
で
も
私
た
ち
の
身
近
に
い
る

動
物
た
ち
を
、
ナ
ス
カ
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た

の
か
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
特
別
展
で
は
ナ
ス
カ
時
代
（
今
か
ら
約

千
三
百
年
前
）
の
子
供
の
ミ
イ
ラ
を
展
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
展
示
に
あ
た
っ
て
ミ
イ
ラ
を
包
ん
で
い
た
布

が
取
り
外
さ
れ
、
な
ん
と
瞳
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
顔
が

千
三
百
年
ぶ
り
に
現
れ
ま
し
た
。
ミ
イ
ラ
は
レ
ン
ト
ゲ
ン

考
古
博
物
館
開
館
25
周
年
記
念

　

第
25
回
特
別
展　

「
世
界
遺
産
ナ
ス
カ
展
」

―

県
立
考
古
博
物
館―

特　集１

魚
模
様
の
碗
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や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
撮
影
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
が
行
わ

れ
、
様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

千
三
百
年
前
の
瞳
に
は
ど
ん
な
も
の
が
う
つ
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
、
現
代
の
日
本
人
や
縄
文
人
な
ど
、
私
た
ち

と
ナ
ス
カ
人
と
の
間
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
最

新
の
科
学
技
術
を
と
お
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

十
月
二
十
八
日
（
日
）
に
は
風
土
記
の
丘
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
こ
の
ミ
イ
ラ
の
分
析
を
し
た
国
立
科
学
博
物

館
の
馬
場
悠
男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
ナ
ス
カ
ミ
イ
ラ

の
謎
」
と
題
し
て
詳
し
く
お
話
を
う
か
が
う
予
定
で
す
。

　

第
二
章
は
「
地
上
絵
の
謎
」
と
し
て
、
皆
さ
ん
も
よ
く

ご
存
じ
の
「
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
」
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き

ま
す
。
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
が
広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
は
一
九
三
〇
年
代
と
、
意
外
と
最
近
の
こ
と

で
す
。
ア
ン
デ
ス
山
脈
を
越
え
た
飛
行
士
た
ち
が
発
見
し

て
以
来
、
宇
宙
船
の
滑
走
路
、
冬
至
や
夏
至
と
い
っ
た
暦

を
知
る
た
め
、
祭
祀
の
た
め
な
ど
、
実
に
様
々
な
説
が
唱

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た

発
掘
調
査
や
研
究
の
成
果
を
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
実
際
の
地
上
絵
の
「
線
」
の
上
を
歩
い
て
み

る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

地
上
絵
を
地
上
か
ら
見
る
と
、
ど
ん
な

も
の
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
こ
で
あ
な
た
の
中
に
新
た
な
説

が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

ほ
か
、
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ア
タ
ー
で
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
ナ
ス

カ
平
原
を
忠
実
に
再
現
し
、
す
べ
て
の

地
上
絵
を
ま
る
ご
と
体
感
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
る
で
セ
ス
ナ
機
に
乗
っ
た
よ
う

な
気
分
で
、
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
を
隅
か

ら
隅
ま
で
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
各
地
の
世
界

遺
産
を
写
真
で
た
ど
る
「
世
界
遺
産
写

真
展
」
が
十
一
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
風
土
記
の
丘
研
修

セ
ン
タ
ー
で
、
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
を
山
梨
の
大
地
に
再
現

す
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ナ
ス
カ
地
上
絵
を
描
く
」
が
十
月

七
日
（
日
）
に
、
そ
の
地
上
絵
を
熱
気
球
に
乗
っ
て
上
空

か
ら
眺
め
る
「
熱
気
球
に
乗
っ
て
地
上
絵
探
検
」
が
十
月

十
四
日
（
日
）
に
、「
ナ
ス
カ
音
楽
の
調
べ
野
外
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
十
月
二
十
一
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
県
立
考
古
博
物
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ナ
ス
カ
に
行
か
な
く
て
も
ま
る
ご
と
ナ
ス
カ
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
、世
界
で
初
め
て
の
本
格
的
な
展
覧
会
で
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
写
真
撮
影　

義
井　

豊
）

子供のミイラ

ハ
チ
ド
リ
の
地
上
絵
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「
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
所
蔵　

ル
ー
ベ

ン
ス
と
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
時
代
」
展

　

プ
ラ
ハ
は
チ
ェ
コ
共
和
国
の
首
都
で
、
市
内
中
心
部
を

ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
（
モ
ル
ダ
ウ
川
）
が
流
れ
て
い
ま
す
。
世

界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
、
中
世
の
面
影
を
残
す
美

し
い
街
で
す
。
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
出
身
の
ボ
ヘ
ミ
ア
国
王
ル
ド
ル
フ
二
世
が
蒐
集
し
た
絵

画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
と
に
成
立
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
で
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
バ

ロ
ッ
ク
の
作
品
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

1�
世
紀
か
ら
16
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
、
古
典
古

代
の
文
化
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
歴
史
的
・
文
化
的
諸
運

動
が
お
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
で
す
。
イ
タ

リ
ア
で
花
開
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
は
、
均
整
の
と
れ
た

人
体
や
遠
近
法
な
ど
の
絵
画
技
法
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
を

含
む
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
で
は
、
都
市
の
経
済
的
な
繁
栄
を

背
景
に
、
15
世
紀
に
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
隆
盛
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
て
い
ね
い
で
細
か
な
描
写
を
特
徴
と
す
る

フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
で
用
い
ら
れ
た
新
し
い
技
法
、
す
な
わ

ち
油
彩
画
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
も
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
16
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
の
画
家
ピ
ー
テ
ル
・
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
は
、
驚
く
ほ
ど
細
か
い
細
部
ま
で
あ

ら
わ
し
た
風
俗
画
で
知
ら
れ
ま
す
。
同
名
の
長
男
（
区
別

す
る
た
め
に
「
ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
子
）」
と

表
記
し
ま
す
）
は
、
父
の
模
作
を
多
く
制
作
し
ま
し
た
。

次
男
の
ヤ
ン
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
、
静
物
画
、
特
に
花
の

絵
を
得
意
と
し
ま
し
た
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
一
族
は
、
他
に

も
多
く
の
画
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
の
ど
か
な

田
園
風
景
、
細
密
な
描
写
に
よ
る
静
物
画
の
秀
作
を
数
多

く
残
し
て
い
ま
す
。

　

17
世
紀
に
な
る
と
、
静
的
で
均
整
の
と
れ
た
ル
ネ
サ
ン

ス
絵
画
よ
り
も
動
き
の
あ
る
表
現
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
の
登
場
で
す
。
人
物
の
身
振
り

は
激
し
く
な
り
、
華
麗
な
色
彩
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
17
世

紀
フ
ラ
ン
ド
ル
の
画
家
ル
ー
ベ
ン
ス

は
、
躍
動
感
溢
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
作
風
を
特
徴
と
し
た
宗
教
画
や
肖

像
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
の

絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
70
点
の
名

品
を
紹
介
し
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歴
史
と
文
化
と
芸
術
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

会

期
：
9
月
8
日
（
土
）
〜
10
月
1�
日
（
日
）

休

館

日
：
9
月
10
、
18
、
�5
日

会

場
：
特
別
展
示
室

開
館
時
間
：
午
前
9
時
�0
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
�
時
�0
分
ま
で
）

入

場

料
：
一
般　
　

１
０
０
０(

８
４
０)

円

大
・
高
生　

５
０
０(

４
２
０)

円

中
・
小
生　

２
６
０(

２
１
０)

円

（　

）
内
は
�0
名
以
上
の
団
体
、
宿
泊
者
割

引
料
金

小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土

曜
日
無
料

県
立
美
術
館　

特
別
展

　

「
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
所
蔵　

ル
ー
ベ
ン
ス
と
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
時
代
」
展

　

「
深
沢
幸
雄
展　

―
 

い
の
ち
の
根
源
を
謳
う ―

」 
―

県
立
美
術
館―

特　集 2

ヤン･ブリューゲル（子）（帰属）

《磁器の花瓶に生けた花》

油彩・板　プラハ国立美術館
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「
深
沢
幸
雄
展　

ー
い
の
ち
の
根
源
を

謳
う
ー　

」

　

深
沢
幸
雄
は
、
１
９
２
４
（
大
正
1�
）
年
に
南
巨
摩
郡

の
増
穂
町
で
生
ま
れ
た
銅
版
画
家
で
す
。
深
沢
は
、
東

京
美
術
学
校
（
現
、
東
京
藝
術
大
学
）
に
入
り
、
卒
業
後

は
油
絵
を
制
作
し
ま
し
た
。
し
か
し
東
京
大
空
襲
で
右
膝

を
痛
め
、
そ
の
怪
我
が
原
因
で
関
節
炎
を
発
症
、
右
足
に

コ
ル
セ
ッ
ト
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
自
由
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
6
年
間
の
闘
病
生
活
の
中
で

油
絵
の
制
作
を
断
念
し
た
深
沢
は
、
当
時
よ
う
や
く
一
般

に
も
広
ま
り
始
め
て
い
た
銅
版
画
を
独
学
で
修
得
し
ま
し

た
。

　

１
９
５
０
年
代
に
始
ま
る
初
期
の
銅
版
画
は
、
全
て
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
の
作
品
で
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
《
骨

疾
》
と
名
づ
け
ら
れ
た
連
作
や
、ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』〈
地

獄
篇
〉
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。「
骨
疾
」
と
は
右
膝
の
病
を
意
味
し
、
銅
版
画
に
表

現
す
る
こ
と
で
作
者
が
病
と
向
き
合
い
、
闘
っ
て
い
た
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。『
神
曲
』
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
誇
張
さ
れ
た
人
物
に
よ
っ
て
、
人
間
の

暗
部
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
６
０
年
代
に
、
深
沢
は
版
画
教
育
の
た
め
に
メ
キ

シ
コ
へ
渡
り
ま
し
た
。
中
米
の
強
烈
な
日
差
し
の
も
と
、

古
代
文
明
や
イ
ン
デ
ィ
オ
の
歴
史
に
触
れ
ま
す
。
こ
の
メ

キ
シ
コ
へ
の
旅
で
、
そ
れ
ま
で
繊
細
な
形
や
線
に
覆
わ
れ

て
い
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
作
品
に
、
鮮
や
か
な
色
彩
が
登

場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
深
沢
は
た
び
た
び
中
米
を
訪

れ
、
そ
の
旅
を
通
し
て
〈
新
大
陸
の
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
〉
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
テ
ー
マ
も
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
中
米
の
イ
ン
デ
ィ
オ
も
自
分
も
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
を

共
通
の
祖
先
と
す
る
と
い
う
発
想
に
も
と
づ
き
、
イ
ン
デ

ィ
オ
の
有
史
以
前
か
ら
の
歩
み
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
壮

大
な
も
の
で
し
た
。

　

１
９
８
０
年
代
以
降
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
ど
こ
か
寂
し

げ
な
人
間
を
描
い
た
作
品
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
作

品
は
〈
人
間
劇
場
〉
の
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

人
間
を
テ
ー
マ
に
銅
版
画
を
作
り
続
け
て
き
た
作
者
の
温

か
な
ま
な
ざ
し
が
作
品
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
銅
版
画
に
加
え
、
深
沢
の
ガ
ラ
ス
絵
、
書
、

パ
ス
テ
ル
、
陶
作
品
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
深
沢

が
集
め
た
中
米
の
衣
装
や
、
交
流
の
あ
る
版
画
作
家
の
作

品
な
ど
も
併
せ
、
お
よ
そ

160
点
を
展
示
し
ま
す
。
深
沢
幸

雄
の
創
作
の
軌
跡
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会

期
：
10
月
�7
日
（
土
）
〜
1�
月
9
日
（
日
）

休

館

日
：
11
月
5
、
1�
、
19
、
�6

1�
月
�
日

（
10
月
は
休
ま
ず
開
館
い
た
し
ま
す
）

会

場
：
特
別
展
示
室

開
館
時
間
：
午
前
9
時
�0
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
�
時
�0
分
ま
で
）

入

場

料
：
一
般　

１
０
０
０
（
８
４
０
）
円

大･

高
生　

５
０
０
（
４
２
０
）
円

中
・
小
生 

２
６
０
（
２
１
０
）
円

（　

）
内
は
�0
名
以
上
の
団
体
、 

宿
泊
者
割

引
料
金

小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
生
は
土
曜

日
無
料

《母子像Ａ》1955 年

山梨県立美術館
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● 豊かな体験活動推進事業について ●

　

「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」
は
、
推

進
地
域
や
推
進
校
を
指
定
し
、
他
校
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
な
様
々
な
体
験
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人

間
性
や
社
会
性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。
こ
れ
は
文
部
科
学
省
の

「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
委
託
要
項
」

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

本
県
で
は
こ
れ
を
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」「
命
の
大
切
さ
を
学

ぶ
体
験
活
動
推
進
事
業
」「
遠
く
の
ま
ち
体

験
活
動
推
進
事
業
」「
仲
間
と
学
ぶ
宿
泊
体

験
活
動
推
進
事
業
」
の
４
つ
の
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
は
平
成
十
八
・
十
九

年
度
の
推
進
地
域
と
し
て
身
延
町
と
上
野
原

市
を
指
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
の
一
校
ず
つ
に
推
進
校
と
し

て
実
践
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
同
じ

く
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
体
験
活
動
」
で
も

小
・
中
・
高
の
一
校
ず
つ
を
推
進
校
と
し
て

指
定
し
て
い
る
が
「
遠
く
の
ま
ち
体
験
活
動

推
進
事
業
」「
仲
間
と
学
ぶ
宿
泊
体
験
活
動

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
は
主
に
小
学
校
・
中

学
校
の
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

事
業
」
に
お
い
て
は
、
今
年
度
は
特
に
交
流

に
関
わ
る
体
験
活
動
を
重
視
し
た
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
実
践
を
行
っ
て

い
ま
す
。
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

方
々
の
協
力
の
も
と
で
同
じ
体
験
活
動
に
従

事
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
学
校
生
活
で

は
得
ら
れ
な
い
様
々
な
教
育
的
な
成
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

○
上
野
原
高
校
の
実
践
例

　

本
校
は
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
推
進
校
」
指
定
校
と
し
て
様
々
な
福

祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

六
月
に
は
同
じ
地
域
の
島
田
小
学
校
の
児

童
・
島
田
中
学
校
の
生
徒
と
桂
川
河
川
敷
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
校
生
徒
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
小
学
生
・
中
学
生
と
共

に
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
で
協
力
し
合
っ
て
熱
心
に

清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
い
っ
ぱ
い
の
ゴ
ミ
を
収
集
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
が
子
供
達
を

優
し
く
指
導
す
る
姿
な
ど
は
我
々
が
普
段
な

か
な
か
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

実
に
微
笑
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

　

七
月
に
は
や
ま
び
こ
支
援
学
校
と
の
交
流

教
育
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
本
校
生
徒
と
や

ま
び
こ
の
生
徒
が
一
対
一
で
ペ
ア
と
な
り
、

一
日
共
に
活
動
し
ま
す
。
は
じ
め
の
会
を
終

え
た
後
、
紙
す
き
・
陶
芸
・
木
工
・
織
物
の

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
や
ま
び
こ
の
生
徒
が
本
校
の
生

徒
に
機
械
や
道
具
の
使
い
方
、
工
程
を
熱
心

に
教
え
て
く
れ
て
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
素
晴
ら
し
い
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し

た
。

○
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
に
つ
い
て

―

高
校
教
育
課 ―
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● 豊かな体験活動推進事業について ●

　

皆
で
昼
食
を
と
る
と
、
今
度
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
双
方
の
生

徒
た
ち
が
考
案
し
た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
く
行
い

ま
し
た
。
互
い
に
助
け
合
い
、
う
ま
く
で
き

な
い
ペ
ア
を
皆
で
励
ま
し
合
い
、
と
て
も
心

が
温
ま
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
活
動
に
参
加
し
た
生
徒
は
、

普
段
の
学
校
生
活
で
は
体
験
し
難
い
貴
重
な

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
学
校
側
が
主
導
で
計
画
し

た
活
動
で
す
が
、
一
度
参
加
し
た
生
徒
は
今

後
こ
の
よ
う
な
活
動
に
抵
抗
な
く
、
い
や
、

む
し
ろ
進
ん
で
参
加
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
、
生
徒
の
感
想
文
を
読
み
な
が
ら
強
く
感

じ
ま
し
た
。

○
身
延
高
校
の
実
践
例　

　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４
ヶ
月
間
に
、
地

域
一
斉
清
掃
活
動
（
１
回
は
推
進
小
中
校
と

の
交
流
）、
環
境
教
育
に
関
す
る
講
演
、
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
一
斉
清
掃
活
動
は
、
毎
月
第
４
月
曜

日
の
６
校
時
に
実
施
。
通
学
路
を
中
心
と
し

た
学
校
周
辺
の
道
路
を
1�
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
、
各
学
年
４
ク
ラ
ス
、
計
1�
ク
ラ
ス
が

毎
回
違
う
１
ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
単
独
行
動
の
ゴ
ミ
拾
い
は
照

れ
く
さ
く
て
も
、「
一
斉
清
掃
」
と
い
う
行

事
名
の
下
な
ら
ば
、
照
れ
ず
に
済
ま
せ
ら
れ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
側
溝
に
飛

ん
で
入
り
、
錆
び
付
い
た
ス
チ
ー
ル
の
空
き

缶
や
泥
だ
ら
け
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
を

黙
々
と
回
収
す
る
男
子
の
生
徒
も
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
要
望
に
応
え
て
、
２
年

生
は
町
総
合
文
化
会
館
の
植
え
込
み
の
雑
草

除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校

か
ら
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
、
活
動
場
所
へ
の

移
動
時
間
が
活
動
時
間
を
そ
れ
だ
け
減
ら
し

て
し
ま
い
ま
す
。
短
時
間
で
も
、
効
率
的
な

清
掃
活
動
の
実
施
が
望
ま
れ
る
所
以
で
す
。

　

７
月
11
日
（
水
）
は
地
域
一
斉
清
掃
活
動

の
第
４
回
が
行
わ
れ
、
そ
の
折
、
１
年
生
の

１
ク
ラ
ス
が
推
進
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
と

一
緒
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
る
予
定
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
日
は
午
前
中
に
雨
が

降
っ
て
、
清
掃
活
動
は
中
止
。
小
中
高
生
交

流
の
予
定
会
場
で
あ
っ
た
久
那
土
小
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
上
空
も
再
び
降
り
出
し
そ
う
な
微

妙
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
に

内
容
を
変
更
し
て
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
交
流
を

図
り
ま
し
た
。
植
花
活
動
の
た
め
予
め
編

制
し
て
い
た
（
例
え
ば
、
小
３
人
・
中
２

人
・
高
３
人
）
班
を
２
つ
合
体
さ
せ
て
、
１

チ
ー
ム
作
り
、
１
組
の
男
女
高
校
生
が
全
体

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
全
５
チ
ー
ム
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
を
進
め
ま
し
た
。
途
中
か
ら
１

ゲ
ー
ム
の
時
間
を
短
縮
し
た
り
、
ボ
ー
ル
の

数
を
倍
に
し
た
り
し
て
、
全
対
戦
を
無
事
終

了
。
閉
会
式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
か
ら

１
名
ず
つ
代
表
者
が
前
に
出
て
、
感
想
を
発

表
し
た
。
そ
れ
ら
を
聞
い
て
、
参
加
者
は
誰

も
彼
も
心
か
ら
楽
し
み
ふ
れ
あ
え
た
に
違
い

な
い
、と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
も
の
で
す
。 　

な
お
、
当
日
植
え
ら
れ
な
か
っ
た
花
の
苗

は
そ
の
日
の
う
ち
に
各
学
校
に
運
ば
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
移
し
替

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
延
高
校
で
は
、
夏
休

み
前
の
最
後
の
１
日
の
放
課
後
に
、
環
境
整

備
委
員
と
社
会
福
祉
委
員
の
１
年
生
が
そ
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
、
学
校
前
の
旧
国

道
5�
号
の
歩
道
を
飾
っ
て
い
る
の
が
、
そ
の

花
々
で
す
。
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● 新たな入学者選抜に関する意識調査結果報告 ●

■
調
査
概
要

「
平
成
19
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
入

学
者
選
抜
に
関
す
る
意
識
調
査
」
は
、

今
後
の
入
学
者
選
抜
の
改
善
の
た
め
の

資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
19
年
度
入
学
者
選
抜
か
ら
導
入
さ
れ

た
前
期
・
後
期
募
集
制
度
を
経
験
し
た

全
日
制
公
立
高
校
（
甲
府
市
立
甲
府
商

業
を
含
む
）
の
１
年
生
と
そ
の
保
護
者

の
全
て
を
対
象
に
、
平
成
19
年
４
月
に

実
施
し
た
。

■
調
査
結
果

○
生
徒
の
約
74
％
は
前
期
募
集
に
肯
定
的

　

生
徒
で
前
期
募
集
を
「
よ
い
と
思
う
」

は
約
��
％
、「
お
お
む
ね
よ
い
と
思
う
」

が
約
�0
％
で
、
否
定
的
な
回
答
の
約

�6
％
に
比
べ
て
今
回
の
入
試
制
度
改
革

を
支
持
す
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

　

保
護
者
で
は
、「
よ
い
と
思
う
」
約

�0
％
、「
お
お
む
ね
よ
い
と
思
う
」
約

�5
％
と
過
半
数
が
肯
定
的
な
回
答
で

あ
っ
た
。

○
前
期
募
集
に
肯
定
的
な
主
な
理
由

　

生
徒
の
回
答
で
多
か
っ
た
の
は
、「
自

分
の
得
意
分
野
で
希
望
す
る
高
校
に
複

数
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
」
で
あ
っ
た
。

○
前
期
募
集
に
否
定
的
な
主
な
理
由

　

生
徒
の
回
答
で
多
か
っ
た
の
は
、「
合

否
の
予
想
が
つ
き
に
く
い
」、「
不
合
格

者
が
た
く
さ
ん
出
る
」、「
出
願
の
条
件

　

が
わ
か
り
に
く
い
」
で
あ
っ
た
。

○
前
期
募
集
に
出
願
し
た
主
な
理
由

　

生
徒
の
6�
％
が
前
期
募
集
に
出
願
し

て
お
り
、「
ど
う
し
て
も
入
学
し
た
い
高

校
」
へ
の
受
検
機
会
が
拡
大
し
た
こ
と

を
支
持
し
て
い
る
。

○
生
徒
は
、
前
期
募
集
不
合
格
を
比
較
的

冷
静
に
受
け
止
め
て
い
る

　

生
徒
の
約
�5
％
が
「
シ
ョ
ッ
ク
を
バ

ネ
に
し
た
」、
約
��
％
が
「
シ
ョ
ッ
ク
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
一
方
、

約
９
％
が
「
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
く
そ
の

後
の
学
習
や
学
校
選
択
に
支
障
を
き
た

し
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。

○
「
教
育
方
針
、
志
願
し
て
ほ
し
い
生
徒

像
、
前
期
募
集
選
抜
方
法
」
利
用
状
況

　

生
徒
の
約
70
％
は
何
ら
か
の
形
で
志

　

望
校
決
定
の
参
考
に
し
て
い
る
が
、

参　

考
に
し
て
い
な
い
と
回
答
し
た
生

徒
も　

約
�0
％
あ
っ
た
た
め
、
さ
ら
に

利
用
を　

促
進
さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で

あ
る
。

■
ま
と
め

　

新
た
に
導
入
し
た
前
期
・
後
期
募
集

制
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
生
徒
や
保
護

者
か
ら
肯
定
的
な
回
答
が
あ
り
、
今
回

の
入
試
制
度
改
革
に
対
す
る
支
持
が
得

ら
れ
た
反
面
、
前
期
募
集
で
「
出
願
の

条
件
が
わ
か
り
に
く
い
」
と
い
っ
た
回

答
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
自

己
推
薦
に
よ
る
前
期
募
集
の
趣
旨
や
各

高
校
の
求
め
る
生
徒
像
な
ど
に
つ
い
て

一
層
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
内
容
の
改

善
や
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

■
調
査
結
果
の
公
表

　

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
新
し
い
学
校

づ
く
り
推
進
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
る
。

新
た
な
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
報
告

―

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
室―

○調査項目数

「前期募集についてどう思うか」

外 13 項目

○調査対象  単位：人、％

調査対象 回収数 回収率

高校１年生 6,849 6,795 99.2%

保護者 6,849 6,729 98.2%

計 13,698 13,524 98.7%

○調査方法

悉皆調査（各高校を通じて実施）

回答なし
0.2%

4 よくないと
思う
5.6%

3 あまりよく
ないと思う
19.9%

2 おおむね
よいと思う
39.7%

1 よいと
思う
34.6％

高１生徒

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

回答なし

８　その他

７　友達が出願

６　先生・家族の勧め

５　学力検査がない

４　前期募集の募集人員が増えた

３　得意なことが生かせる

２　受検機会を生かす

１　どうしても入学したい学校・学科

高１保護者

高１生徒

回答なし
0.2%

4 よくないと
思う
5.6%

3 あまりよく
ないと思う
19.9%

2 おおむね
よいと思う
39.7%

1 よいと
思う
34.6％

高１生徒

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

回答なし

８　その他

７　友達が出願

６　先生・家族の勧め

５　学力検査がない

４　前期募集の募集人員が増えた

３　得意なことが生かせる

２　受検機会を生かす

１　どうしても入学したい学校・学科

高１保護者

高１生徒
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● やまなし総合型スポーツクラブフェスタ ●

《
や
ま
な
し
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
と
は
》

　

県
内
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
相
互
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
県

民
の
皆
様
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
発
表
の
場
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

教
室
等
を
開
催
し
て
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
を
促
し
、
ク
ラ
ブ
間
の
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
既
存
ク
ラ
ブ
の
活
動
紹
介
や
、
設
立
支
援
な
ど
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
普
及
・
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

《
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
っ
て
な
に
》
？

  

人
び
と
が
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
も
が
」、
手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
活
動
拠
点
を
地
域
に
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

①
多
種
目
（
複
数
の
種
目
）
の
ス
ポ
ー
ツ
を
、
②
多
世
代
（
様
々
な
年
齢
）

の
人
々
が
、
③
様
々
な
技
術
・
体
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
行
え
る
と

こ
ろ
が
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

《
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ
の
内
容
は
》
？

○
開
催
日
時
：
平
成
十
九
年
十
月
七
日
（
日
曜
日
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

○
会

場
：
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園　

体
育
館

○
参

加

料
：
無　

料

○
開
催
内
容
：
①
ス
ポ
ー
ツ
教
室
体
験

（
既
存
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
日
頃
行
っ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
体
験
）

②
ク
ラ
ブ
発
表
会
（
特
色
あ
る
ク
ラ
ブ
の
活
動
発
表
会
）

③
ク
ラ
ブ
相
談
・
紹
介
コ
ー
ナ
ー     

（
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
相
談
や
既
存
ク
ラ
ブ
の
活
動

状
況
の
紹
介
）

○
協

力
：
県
内
十
二
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

○
申
し
込
み
：
山
梨
県
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

℡
０
５
５
（
２
４
３
）
３
１
６
４

○
や
ま
な
し
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ス
タ

―

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課―
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● なかとみ・ゆずりはら青少年自然の里紹介 ●

　

「
山
梨
県
立
な
か
と
み
青
少
年
自
然
の
里
」

は
、
山
梨
県
の
教
育
の
推
進
拠
点
と
し
て
、

昭
和
六
十
二
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
度

二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。自
然
の
里
で
は
、

日
頃
学
校
や
家
庭
で
経
験
で
き
な
い
自
然
観

察
や
自
然
体
験
、
集
団
宿
泊
生
活
等
を
通
し

て
、
自
律･

責
任･

協
力･

友
愛･
奉
仕
等
の
尊

さ
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
た
く
ま
し

い
心
豊
か
な
青
少
年
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場･

体
育
館
と

工
房
が
あ
り
ま
す
。
工
房
で
行
わ
れ
る
手
漉

き
和
紙
作
り
と
陶
芸
作
り
に
は
、
和
紙
職
人

と
陶
芸
家
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
色

紙
、
は
が
き
や
カ
ッ
プ
、
お
皿
な
ど
世
界
に

一
つ
し
か
な
い
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
他
に
、
郷
土
食
作
り･

草
木
染
め

･

七
宝
焼
き･

篆
刻
（
て
ん
こ
く
）
な
ど
の

手
作
り
体
験
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ･

グ

リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
自
然
体
験

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
数
多
く
の
主
催
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。
少
年
少
女
、
親
子
を
対
象

と
し
た
日
帰
り
や
一
泊
の
事
業
、
小
学
生
以

上
を
対
象
と
し
た「
ち
ょ
っ
と
体
験
」シ
リ
ー

ズ
で
は
、
専
門
の
講
師
に
依
頼
し
て
本
格
的

な
も
の
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
富
士
見
山
麓
の
雄
大
な
景
観

の
中
に
設
置
さ
れ
た
、
宿
泊
棟
、
キ
ャ
ン
プ

場
、
体
育
館
、
伝
統
工
芸
工
房
な
ど
で
、
心

に
残
る
体
験
活
動
や
集
団
宿
泊
生
活
を
楽
し

み
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

「
山
梨
県
立
ゆ
ず
り
は
ら
青
少
年
自
然
の

里
」
は
、青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

平
成
十
年
度
に
開
設
さ
れ
た
山
梨
県
内
で
四

番
目
の
自
然
体
験
施
設
で
す
。

　

『
自
然
や
人
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
』
の

中
で
自
律
・
責
任
・
協
力
・
友
愛
・
奉
仕
等

の
尊
さ
を
体
験
的
に
学
習
さ
せ
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
青
少
年
を

育
成
す
る
た
め
、
四
季
を
通
じ
て
の
自
然
塾

や
年
間
会
員
制
の
「
さ
と
っ
子
ク
ラ
ブ
」
な

ど
の
主
催
事
業
を
企
画
、運
営
し
て
い
ま
す
。

　

さ
と
っ
子
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
一
回
地
元
の

小
学
生
に
自
然
体
験
・
生
活
体
験
を
提
供
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
今
年
度
で
六
年
目
を
迎

え
ま
す
。
地
域
密
着
型
と
し
て
、
四
季
に
応

じ
た
「
野
鳥
観
察
」「
川
遊
び
」「
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
」「
郷
土
料
理
」
な
ど
を
設
定
し
、
昨
年

度
か
ら
は
「
感
謝
祭
」
を
オ
ー
プ
ン
デ
イ
と

連
動
し
て
企
画
し
、
地
域
と
の
交
流
も
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
塾
の
内
容
は
毎
年
変

わ
り
ま
す
が
、
冬
期
の
御
来
光
登
山
な
ど
特

色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
域
交
流
館
で
は
上
野
原
名

物
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
体
験
が
で
き
ま
す
。

郷
土
食
で
あ
る
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
は
人
気

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
す
。

　

朝
は
野
鳥
の
囀
り
で
目
覚
め
、
夜
は
満
天

の
星
空
を
眺
め
る
。
そ
ん
な
自
然
の
中
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ゆ
ず
り
は

ら
青
少
年
自
然
の
里
に
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
下

さ
い
。

創立２０周年記念事業
少年少女ふるさと体験教室

手漉き和紙で団扇をつくろう！

な
か
と
み
・
ゆ
ず
り
は
ら
青
少
年
自
然
の
里
紹
介

―

社
会
教
育
課―

「ちょっと体験！」陶芸
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● 県立博物館特別展 ●

　　　　　　　

人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
富
士
山
。
日
本
人

は
そ
の
壮
麗
な
姿
を
崇
拝
し
、
時
に
は
火
を
噴
く
荒
ぶ
る

神
と
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
厚
い
信
仰
を
寄
せ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
繰
り
返
し
美
術
や
文
学
の
題
材
と
し
て

と
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
富
士
山
は
さ
ま
ざ
ま
に

描
き
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
葛
飾
北
斎
が
描
い
た
「
冨

嶽
三
十
六
景
」四
十
六
枚
の
シ
リ
ー
ズ
、中
で
も「
赤
富
士
」

と
呼
ば
れ
る
「
凱
風
快
晴
」
は
、
世
界
で
最
も
親
し
ま
れ

て
い
る
富
士
図
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夏

の
早
朝
、
朝
日
に
よ
っ
て
赤
く
染
ま
る
瞬
間
の
表
現
と
、

富
士
の
み
を
と
ら
え
た
大
胆
な
構
図
は
、
当
時
た
い
へ
ん

画
期
的
な
も
の
で
し
た
が
、
今
で
も
私
た
ち
に
新
鮮
な
驚

き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

実
は
、
風
景
版
画
の
も
う
一
人
の
巨
匠
、
歌
川
広
重

も
「
不
二
三
十
六
景
」
三
十
六
枚
、「
冨
士
三
十
六
景
」

三
十
六
枚
の
二
組
も
の
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

ふ
た
り
の
冨
士
図
は
、
い
ず
れ
も
眺
め
る
場
所
と
季
節
、

時
間
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
富
士
の
姿
を
と
ら
え
、
富
士

に
対
す
る
厚
い
敬
慕
と
愛
着
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
富
士
と
い
う
同
じ
題
材
だ
か
ら
こ
そ
、
二
人

の
個
性
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
ま
す
。

　

北
斎
の
富
士
図
は
、
視
点
の
位
地
や
色
彩
の
効
果
を
吟

味
し
、
様
々
な
仕
掛
け
で
視
覚
に
訴
え
て
、
富
士
の
見
せ

場
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
富
士
は
、
自
ら
の
構
成
力
を
試

す
最
良
の
素
材
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し
、

広
重
の
富
士
図
は
、
実
際
の
景
観
の
風
情
を
大
切
に
し
た

自
然
な
表
現
と
、

豊
か
な
叙
情
性

で
、
富
士
の
見
え

る
風
景
と
し
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　

例
と
し
て
二
人

が
と
も
に
描
い
た

御
坂
峠(

富
士
河

口
湖
町
・
笛
吹
市)

か
ら
の
富
士
と
河

口
湖
の
眺
め
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

北
斎
の
「
甲
州
三

坂
水
面
」
は
、
一

見
静
か
で
穏
や
か

な
景
観
で
す
が
、

よ
く
見
て
み
る
と
実
体
の
富
士
は
夏
山
で
、
湖
面
に
映
る

逆
さ
富
士
は
雪
を
戴
い
て
お
り
左
に
ず
れ
て
い
ま
す
。
奇

抜
な
発
想
と
巧
み
な
構
成
力
が
よ
く
わ
か
る
作
品
で
す
。

一
方
、
広
重
の
「
甲
斐
御
坂
越
」
は
、
峠
を
登
り
き
っ
て

眼
に
飛
び
込
ん
で
き
た
雄
大
な
景
色
を
旅
人
の
目
線
で
描

い
て
い
ま
す
。
絵
を
見
る
者
に
、
絶
景
を
眼
に
し
た
と
き

の
驚
き
と
感
動
を
追
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

他
に
も
二
人
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
甲
斐
の
国
か
ら
見
た

「
裏
富
士
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
犬
目
峠(

上
野
原
市)

、

籠
坂
峠(

山
中
湖
村)

な
ど
街
道
の
峠
の
様
子
、
夢
見
山

(

甲
府
市)

か
ら
見
た
甲
府
城
、
鰍
沢
の
富
士
川
の
荒
波
、

身
延
川
の
流
れ
、
石
和
宿
の
朝
。
江
戸
時
代
の
甲
斐
の
国

の
記
録
で
す
。
ふ
た
り
の
三
十
六
景
は
、
描
き
込
ま
れ
た

名
所
旧
跡
、
村
落
の
暮
ら
し
、
旅
の
風
俗
、
季
節
感
な

ど
、
当
時
の
文
化
や
く
ら
し
に
関
す
る
情
報
が
豊
富
に
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当
時
の
人
々
が
富
士
山

を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
考
え
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
な
の
で

す
。

《
開
催
期
間
》

　

平
成
十
九
年
十
月
十
三
日
㈯
〜
十
一
月
十
八
日
㈰

一
般
一
〇
〇
〇
円
、
高
校
・
大
学
生
五
〇
〇
円　

小
・
中

学
生
二
六
〇
円

《
お
問
い
合
わ
せ
》

山
梨
県
立
博
物
館　

〇
五
五
・
二
六
一
・
二
六
三
一

広重「甲斐御坂越」

北斎「甲州三坂水面」

　

富
士
山
世
界
文
化
遺
産　

暫
定
リ
ス
ト
登
載
記
念
特
別
展

北
斎
と
広
重　

ふ
た
り
の
冨
嶽
三
十
六
景

　
　
　
　

北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」、
広
重
の
「
不
二
三
十
六
景
」「
冨
士
三
十
六
景
」
の
全
作
品
約
百
二
十
点
を
一
挙
公
開―

県
立
博
物
館―



　特別支援教育に携わっている教師の中には，担当する

子どもたちの些細な成長に対する喜びや嬉しさを，過剰

に表現する者が多いと感じたことはないだろうか。「色や

形の分類ができた」「箸を使うことができた」「集会に落

ち着いて参加した」などのことで，私の同僚も大喜びする。

　一人の子どもの一つの課題を解決するために，迷い，

悩み，試行錯誤しながらひたむきに取り組み，ある日や

っと小さな発達の芽を見つけて開花まで導く。教師が努

力するこの過程の長さと深さの量と質に応じて，喜びや

嬉しさが比例するのだろう。「当然できるもの」という意

識では，決してこの思いを味わうことができないのであ

る。

　特別支援教育が始まった。小・中・高等学校など全て

の学校で，困難を感じている子どもたちに対応する教育

である。何学年では○○ができるという「できる基準」

を「できない基準」からスタートすると，できないこと

を子どものせいにすることなく，教師のやるべきことが

見えてくる。これは校種に関係なく，我々の本来の姿勢

だろう。子どもたちの成長に感動したい。そして感動さ

せてもらえるような教師でいたいと思う。

 （かえで支援学校）

　３０年に及ぶ喫煙生活に終止符が打たれようとしてい

る。夏休み前に、共済組合主催の禁煙講座の案内が目に

入った。来年から敷地内禁煙が始まることもあり、かね

てから気にかけていた禁煙に取り組むことにした。禁煙

講座では、たばこの害や禁煙パッチについて説明を受け

た。講座が終了し解散するときに、参加した先生方と頑

張りましょうと堅く握手をして別れた。

　喫煙が身体に悪いことはよく分かっている。周りに迷

惑をかけていることも分かっている。たばこは吸わない

方がいい。そんなことは分かっているのだが、大方の喫

煙者は止められないのだ。

　あれから２週間。まだ、誘惑との格闘中である。長年

に渡り蓄積されたニコチンは、簡単に脱けていかない。

何時でも吸いたい、でも吸ったら今までの苦労が無にな

るような気がして我慢する。食後や仕事が一段落すると

自然と喫煙室に足が向かおうとするが、近くを流れる沢

の清流を眺めて気を紛らわす。口が寂しく、いつもなら

見向きもしない、饅頭やお菓子の類に手が伸びる。禁煙

開始 2 週間。体重が３ｋｇ増えた。今度こそ止められそ

うな気がする。

（峡南高校）

らくがき

感動の「資格」

望月　公

「禁煙挑戦中」

片田　憲生
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● らくがき・山梨県学力向上拠点校公開研究会一覧 ●

 【山梨県学力向上拠点校公開研究会一覧】
　これまで推進してきた「山梨県学力向上拠点形成事業」における実践研究等の普及を図るため、各推進校（拠点校）

では、公開研究会を開催しています。皆様方の参加をお待ちしています。

　なお、参加されたい方は、事前に各推進校にお問い合わせください。

　＊公開の詳細及び山梨県学力向上拠点形成事業については，ホームページを御覧ください。

　　http://www.kai.ed.jp/kyoten/index.html　（義務教育課のホームページからも入れます。）     

地区 学校名 公開教科 公開日時

峡東 笛吹市立富士見小学校 算数 11 月 14 日（水） 13:30 〜 17:00

山梨市立山梨南中学校 全教科 ６月 22 日（金） 13:30 〜 16:45

峡南 市川三郷町立市川小学校 算数 11 月 16 日（金） 13:20 〜 16:50

市川三郷町立市川中学校 国語，社会，数学，理科，英語 11 月 22 日（木） 12:30 〜 16:15

峡北 韮崎市立韮崎小学校 国語，算数 10 月 25 日（木） 13:15 〜 16:30

北杜市立長坂中学校 全教科 11 月９日（金） 13:00 〜 16:30

峡中 中央市立田富北小学校 算数 11 月９日（金） 13:00 〜 16:30

南アルプス市立甲西中学校 全教科 11 月８日（木） 13:00 〜 16:35

富士

東部

富士河口湖町立船津小学校 算数 11 月７日（水） 13:00 〜 16:45

大月市立大月東中学校 国語，社会，数学，理科，英語 11 月２日（金） 13:15 〜 16:45

甲府 甲府市立湯田小学校 国語，算数，理科，体育 11 月 16 日（金） 12:30 〜 16:45

甲府市立石田小学校 国語，算数 11 月７日（水） 12:45 〜 16:40

 ＊６月に公開研究会を開催した山梨南中学校の資料や成果等については直接学校へ問い合わせください。



　本校は，河口湖の北岸に位置し，日々，富士山を仰ぎ
ながら１４０名の素直な児童が勉学に励んでいます。
　河口は，昔から米作りの盛んな地域で，本校でも昭
和５３年『勤労体験学習研究校』の指定を受けて以来，
水田４９５㎡と畑９００㎡を使って作物の生産活動を
毎年行っています。本校の生産活動は，さまざまな教科
で学んだことを『生きる力』へ高めていく上で大変重要
な役割をはたしてきました。
　最近では，学年ごとに年間の生産活動での重点項目を
決めた取り組みを充実させています。例えば『食教育』
の観点から自分たちの作った野菜を調理して食べる授

業を展開したり，ゲストティーチャーを招いて郷土食を
作ったりしています。また，『福祉教育』の観点から自
分たちの作った野菜と手紙を携えて地域のお年寄りの
家を訪問するなどの活動も行っています。
  今年度からは『ふるさとやまなし道徳教育推進事業』
の指定を受け，豊かな体験活動を道徳教育の中にどのよ
うに位置づけていくかの研究も本格的にはじめられま
した。
　地域の力を生かした地道な教育が子どもたちの確か
な力になることを実感している毎日です。

「よき技術者となるまえにまずよき人間となれ」を信条
として、産業界の推進力となり、国際社会に貢献できる
技術者の育成を目指しています。
＊「６学科一括募集」「総合選択制」の実施
＊「２学期制」「ミックスホームルーム」の実施
　工業教育の専門高校としての歴史と伝統を誇り、常に
時代の変化に柔軟に対応し、社会が求める人材の育成
に努めてきた本校は、さらに社会の変化、地域の期待、
生徒の希望に応えるため、今、「新しいタイプの工業高
校」として生まれ変わりました。

○一括募集と総合選択制の実施

  工業の勉強に興味はあるが、志願時に学科の選択に迷
いを持つ生徒のために、一括募集を実施しています。１
年次の前期で工業の基礎を学び、後期からは各系列の専
門科目を選択履修します。２、３年次には、各自の適性・
進路に合わせた科目の選択ができます。
○就職にも進学にも強い専門高校

  企業での実務経験を積んだ教員が多く、特色ある専門
の学習をすることができ
ます。マシニングセンタ
ー、ロボット、省エネカ
ー、電気工事士、コンピ
ュータ、電子顕微鏡、環
境測定等興味のあること
に挑戦できます。

＜稲刈り＞ ＜ほうとう作り＞
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● 学校紹介／富士河口湖町立河口中学校・韮崎工業高校 ●

座学を生きる力に結びつける米作り・野菜作り 
富士河口湖町立河口小学校

韮崎工業高校校舎 韮崎工業レスリング部

『和』 
韮崎工業高等学校
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● 総合教育センター情報／研究開発部・お知らせ　ミュージアム甲斐 in 券の販売開始 ●

　

研
究
開
発
部
は
，
本
セ
ン
タ
ー
の
目
標
で
あ
る
「
学
校

教
育
を
支
援
す
る
，
確
か
な
情
報
発
信
源
と
し
て
の
教
育

セ
ン
タ
ー
」
を
受
け
，
学
校
の
現
状
に
即
し
た
今
日
的
教

育
課
題
を
把
握
し
，
調
査
・
研
究
及
び
指
導
計
画
や
指
導

法
等
の
研
究
・
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
研
究
成

果
を
学
校
現
場
等
に
提
供
し
，
本
県
学
校
教
育
の
推
進
と

充
実
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
，
主
事
研
究
，
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
，
特
別
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
，
一
般
留
学
生
研
究
，
教
育
情
報
の
提
供
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

 

○
主
事
研
究
に
つ
い
て

 

「『
生
き
る
力
』
を
は
ぐ
く
む
実
践
的
な
研
究
」
を
主
事

研
究
の
テ
ー
マ
と
し
，
今
日
的
教
育
課
題
等
を
踏
ま
え
，

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
で
共
通
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
，
多
く
の
先
生
方
に
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
具
体
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
，
研
修

主
事
は
，「
読
解
力
向
上
に
関
す
る
研
究
」「
暴
力
や
い
じ

め
の
予
防
に
関
す
る
研
究
」「
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

支
援
体
制
促
進
の
た
め
の
実
際
的
研
究
」「
学
校
に
お
け

る
情
報
化
促
進
の
た
め
の
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
有
効
活
用
に
関
す
る
研
究
」
の
テ
ー
マ
（
仮
題
）

の
も
と
，
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果
を
学

校
現
場
に
還
元
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研
究
発
表
会
を
，

平
成
二
十
年
二
月
二
十
一
日
に
行
い
ま
す
。
多
く
の
教
育

関
係
者
の
方
々
に
来
所
い
た
だ
き
，
御
意
見
等
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。

 

○
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
に
つ
い
て

  

こ
の
調
査
は
，
今
後
の
学
習
指
導
の
改
善
に
役
立
て
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
，
特
に
「
確

か
な
学
力
」
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
等
と
連
携
を
図
り
，

調
査
結
果
の
分
析
・
考
察
を
行
い
改
善
策
等
を
検
討
し
ま

す
。
調
査
結
果
の
報
告
は
，
研
究
発
表
会
で
行
う
と
と
も

に
報
告
書
（
Ｃ
Ｄ
）
を
各
学
校
等
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

 

○
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

  

本
年
度
は
，
昨
年
度
の
算
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

踏
ま
え
，
学
校
現
場
の
先
生
方
に
御
協
力
を
い
た
だ
く
中

で
，
授
業
実
践
を
通
じ
て
算
数
科
に
お
け
る
授
業
改
善
の

手
立
て
を
具
体
的
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
○
一
般
留
学
生
研
究
に
つ
い
て

  

教
員
と
し
て
の
指
導
力
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
，
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
，
五
名
の
一
般
留

学
生
が
各
自
の
研
究
課
題
に
基
づ
き
，
現
場
で
の
授
業
実

践
に
備
え
，自
己
研
鑽
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
，

セ
ン
タ
ー
の
研
究
発
表
会
の
折
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

 

○
教
育
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

  

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
，
学
習
指
導
案
，
県
下

各
校
の
研
究
主
題
，
セ
ン
タ
ー
の
研
究
紀
要
等
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
，
教
育
関
係
図
書
情
報
な
ど
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
教
育
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
検
索
す
る

と
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
御
活
用
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
に
寄
与
す
る
調
査
・
研
究
を
目
指
し
て

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

研
究
開
発
部

ミュージアム甲斐 in 券（４館共通定期観覧券）の販売を開始しました。

　県立美術館、県立博物館、県立考古博物、県立文学館の４館では、購入した日から１年間、常設展・

企画展（特別展）を何回でも観覧できる、「ミュージアム甲斐 in 券」（４館共通定期観覧券）を販売して

います。どうぞご利用下さい。

　なお、各館の「年間パスポート券」をお持ちの方が、「ミュージアム甲斐 in 券」に乗り換える場合には、

有効期間に応じ、割引のお取り扱いをしますので、年間パスポートをご持参の上窓口でお申し出下さい。

●お問い合わせ先／　学術文化財課 ＴＥＬ 055-���-1790   

県 立 美 術 館 ＴＥＬ 055-��8-����     

県 立 博 物 館 ＴＥＬ 055-�61-�6�1     

県立考古博物館 ＴＥＬ 055-�66-�881 

県 立 文 学 館 ＴＥＬ 055-��5-8080     

（観覧券の価格）　　　　   

区分 料金（円）
一般

大・高生

中・小生

5,000

�,500

1,�50
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● 新教育委員長、新教育委員就任挨拶／県立図書館／「図書館員の道具箱」 ●

新
委
員
長
に輿

石
順
一
氏
が
就
任

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
井
上
一
男
教
育
委
員
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
七
月
十
七
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
後
任
の
第

六
十
九
代
委
員
長
に
輿
石
順
一
氏
を
任
命
し
ま
し
た
。
新
委
員
長

の
任
期
は
平
成
十
九
年
七
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
年
六
月
二
十

日
ま
で
で
す
。

　

昨
年
十
二
月
、「
教
育
基
本
法
」
が
六
十
年
ぶ
り
に
改
正

さ
れ
、
新
た
に
「
公
共
の
精
神
」
の
尊
重
、「
伝
統
の
継
承
」

を
規
定
す
る
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
教
育
の
基
本
理
念
が
明

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
六
月
に
は
、『
学
校
教
育
法
』

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
教
育
関
連
三
法
案
が
可
決
さ
れ
、
教
育
再

生
が
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
改
革
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
大

事
に
し
な
が
ら
、「
確
か
な
学
力
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」

を
身
に
つ
け
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜

い
て
い
く
人
間
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、
少
人
数
教
育
の
拡

充
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
を

持
つ
親
の
教
育
力
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、「
や
ま
な
し
親

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
、
県
立
高
校
に
お
い
て
、
新
た
な
入
試
制

度
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
改
善
を
行
い
、
県
全
体
の

教
育
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
少
子
・
高
齢
化
、
情
報
化
、

価
値
観
の
多
様
化
等
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
や
教
師
が
と
も
に
生
き
生
き
と
教
育
活
動
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

● ひとこと ●

委　員　長

輿石順一

新
委
員
に

渡
邉
努
氏
が
就
任

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
井
上
一
男
教
育
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
後
任
の
教
育
委
員
と
し
て
渡
邉
努
氏
が

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
新
委
員
の
任
期
は
平
成

十
九
年
七
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
三
年
七
月
十
六
日
ま

で
で
す
。

　

戦
後
わ
が
国
は
高
度
な
技
術
革
新
と
驚
異
的

な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

は
教
育
が
大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

や
や
も
す
る
と
知
識
偏
重
の
戦
後
教
育
の
な
か

で
失
わ
れ
て
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
、
自
殺
、
凶
悪
犯
罪
の
低
年
齢
化
な
ど
、

子
ど
も
に
関
わ
る
事
件
や
問
題
が
多
発
し
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
物
質
至
上
主
義
が
ま
か
り

通
り
、
心
の
豊
か
さ
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
個

人
が
優
先
す
る
今
の
世
相
が
反
映
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
こ
そ
日
本
の
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
郷

土
を
愛
し
、
他
人
を
思
い
や
り
、
支
え
あ
う
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
知
徳
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
形
成
を
目
指
す
教

育
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
に
携

わ
る
機
会
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経

験
や
長
年
の
企
業
経
営
者
と
し
て
の
人
づ
く
り

の
知
恵
を
生
か
し
、
本
県
の
教
育
振
興
に
微
力

を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

● ひとこと ●

委　員

渡邉努

『図書館員の道具箱…サプリメントについて調べる…』

山梨県立図書館

　現在、サプリメントなど、手軽に取ることのできる健康食品が増えています。サプリメントを利用する前に、

安全な摂取量とその効果、成分の信頼性などについて、調べてみませんか？

◆ サプリメントの成分・素材名から調べてみましょう　

『健康食品のすべて　ナチュナルメディシン・データベース』（同文書院　2006）

『機能性食品素材便覧』（薬事日報社　2006）

◆ 自分の症状や効果・効能から調べてみましょう

 『サプリメント事典』 第２版 （平凡社　2007）

◆ 安全性について調べてみましょう

 『健康食品・中毒百科』（丸善　2007）

※他にも、たくさん資料がございます。詳しくは『山梨県立図書館総合情報誌 Catch 第 53 号』

（http://www.lib.pref.yamanashi.jp/tosyokan/catch/catch53/catch53-1.html）をご覧ください。



山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

　
　
　
　
　
　

柳
澤
吉
保
・
定
子
関
係
資
料
一
括(

恵
林
寺)

　
　
　

 (

平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
指
定)

　

本
資
料
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
か
ら
六
年
間
甲
府
藩
主
で
あ
っ
た
柳
澤
吉
保
と
正
室

定
子
夫
妻
の
所
用
具
と
、
柳
澤
吉
保
が
菩
提
寺
と
し
て
建
立
し
た
永
慶
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
た

道
具
類
・
経
典
類
等
で
す
。

　

吉
保
隠
居
後
、
家
督
を
相
続
し
た
吉
里
の
代
に
、
甲
斐
か
ら
大
和
郡
山
へ
の
転
封
に
際
し
、

永
慶
寺
が
破
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
夫
妻
の
遺
骸
が
恵
林
寺
へ
改
葬
さ
れ
る
と
共
に
、
夫
妻

の
所
用
品
等
と
と
も
に
、
永
慶
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
た
品
々
も
恵
林
寺
に
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
存
す
る
品
は
、
武
具
類
、
膳
具
、
化
粧
道
具
、
香
具
類
、
追
悼
和
歌
、
手
鑑
、
経
典
類
、

銅
鐘
な
ど
で
、
寄
進
に
当
た
り
作
成
さ
れ
た
覚
帳
等
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
載
品
の
多
く

は
失
わ
れ
、
遺
存
す
る
品
は
そ
の
内
の
約
五
分
の
一
で
す
が
、
概
ね
保
存
状
況
は
良
好
で
す
。

　

本
資
料
は
、
甲
斐
国
十
五
万
石
の
大
名
で
あ
り
、
幕
府
内
に
お
い
て
重
き
を
な
し
た
柳
澤
吉

保
の
地
位
を
如
実
に
反
映
し
て
お
り
、
工
芸
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
や
ま
な
し
（
二
二
〇
号
）
平
成
十
九
年
九
月
十
日　

発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会　

編
集
／
教
育
庁
総
務
課　

〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　

電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
五
〇

作品タイトル
「もう一度やりたい宿泊学習〜花火大会〜」

　あけぼの支援学校では、６月に小学部４
･５学年９名で宿泊学習を行いました。勇
君が宿泊学習で一番楽しかった「おやすみ
の会でみんなでした花火大会」を描きまし
た。この絵の製作にあたっては、人物の身
体の形を写真や実物と同じように描くこと
に注意したそうです。首の横から肩・長い
腕が伸びていること、手には５本の指があ
ること、T シャツの下には離れずに長い足
が伸びていること等々を再確認しながら苦
労して一人ひとり描きました。

 指導者　西　愛子 教諭

主な行事予定

考
古
博
物
館

■
考
古
博
物
館
開
館
25
周
年
記
念

　
「
世
界
遺
産
ナ
ス
カ
展
」10

／
10
〜
11
／
30

県
立
美
術
館

■
特
別
展

プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
展　

ル
ー
ベ
ン
ス

と
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
時
代

9
／
8
〜
10
／
14

「
深
沢
幸
雄
展―

い
の
ち
の
根
元
を
謳

う―

」

10
／
27
〜
12
／
9

県
立
博
物
館

■
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
登
載

記
念
特
別
展

「
北
斎
と
広
重　

ふ
た
り
の
冨
嶽

三
十
六
景
」

10
／
13
〜
11
／
18

県
立
文
学
館

■
企
画
展

　

宮
沢
賢
治　

若
き
日
の
手
紙

　
　

−

保
坂
嘉
内
七
十
三
通

−

9
／
29
〜
11
／
25

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。
　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − ��� − 17��
◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。
　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/kyouiku/�6150769857.html

表紙を飾る

山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校

小
学
部
５
年　

木

岡
　

勇

鉄錆地桶側胴具足（兜）

菊唐草蒔絵化粧道具（牡丹唐草四ツ花菱紋蔦紋蒔絵盥）


